2013年5月4日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第8章11～20節

・勉強：第3章36節
　バガヴァッド・ギーター第3章について説明していますが、
ギャーナ・ヨーガ実践のためには準備が必要であり、それがカルマである。

悟った人にはカルマの義務はないが、他の人を導くためにカルマを行う。

神は休むことなく働いているが、我々も同じように自分の為すべき仕事をしなければならない。

自分の仕事が高いレベルのものか、低いレベルの仕事なのかについて思い煩う必要はない。

神は我々の仕事の貴賤に関しては関心がなく、我々が仕事に取り組むときの態度を見ている。
4月の講話ではこのような話をしました。

以前にも言いまいたが、バガヴァッド・ギーターの教えは実践的、霊的、論理的ですが、なかでも特徴的なのは現代的であることです。
バガヴァッド・ギーターは叙事詩マハーバーラタの一部ですが、クルクシェートラの戦いなどそこで描かれているのは、今から3500年位前の出来事だと言われています。

それぐらい古い聖典なのに、書かれている教えがいかに普遍的なものなのか、これからの説明を聞けばわかります。第3章36節を見てください。

ここでのアルジュナの質問はただ彼個人の質問というだけでなく、現代においても道徳的な生活を好む人、霊的な人(求道者)にとって重要で切実な問題です。

アルジュナが問います。『おお、ヴリシュニ族の子孫であるクリシュナ様！　人は自分の意思に反し、つい罪深い行動をとってしまうことがありますが、これはいったい何の力によるものなのでしょうか？』と。

これは普遍的な質問ではないでしょうか？
あらゆる時代の全ての求道者に共通する普遍的な質問です。

少なくとも今から3500年前に問われたのと同じ問いが、現代でも問われ続けているのです。

自分では悪い行いをしたくない、悪い考えを持ちたくないのにそうしてしまうのは何故か？

悪い行いや考えにどういう結果が待ち受けているかを十分知っているのに、それをしてしまう。

ところで人間はどうして善悪がわかるのでしょうか？
これは人間だけに可能なことであり、動物は何が善く何が悪いかわかりません。

牛やヤギは飼い主ではない人の庭に生えている草や葉を食べたからといって、「自分は悪いことをしてしまった」などとは思いません。

なぜ人間だけが善悪がわかるのか、それは動物にはない「良心」、サンスクリット語では「ヴィヴェーカ」が人間に備わっているからです。

動物には何が正しく何が間違いか、何が真実で何が嘘かはわかりませんし、自己成長、悟りなどの考えもありません。

良心の源は何なのかについて、英語の美しい言葉があります。

「良心とは神の声である」。(Conscience is the voice of God.)

神が「良心」という形で人間の中に存在するのです。

では動物の中に神は存在しないかというと、そんなことはなく存在するのですが、人間に比べて現れ方が弱いのです。

良心があるため人間には善悪がわかるのですが、その良心のレベルは人によって様々です。

ある人は良心があってもそれが眠っている状態、別な人は良心が少し目覚めている状態、道徳的な人はかなり目覚めていて、悟った人になると良心は完全に目覚めています。
悟った人は無意識の内にも罪を犯すことがありません。
道徳的な人も多くの場合罪を犯すことはありませんが、悟っていなければまだ堕落する可能性を残しています。

悟った人は堕落する可能性がなく、その性質は金であると表現できます。

悟っていない人の場合はその性質は鉄だったり銀だったりしますが、悟った人は100％純粋なので金なのです。

さて、36節に出てくるパーパ(papa)は罪、英語でsinという意味です。
「罪」という言葉に対しては、多くの人が好ましくないマイナスのイメージを持っていると思います。あらゆる宗教の聖典の中に、罪という言葉は数多く出てきます。

私から皆さんに質問しますが、我々も多く使う「罪」という言葉の意味はなんでしょうか？
参加者

　「やってはいけないとわかっていることをやってしまうこと」、「人を傷つけること」、「良心に反する行為」、「真実に反すること」、「不純になり、ブラフマンから遠ざかること」、「神様の意思に反すること」、「自分だけでなく他人も含め心が痛いと思うことを行ったり、思ったりすること」、「私は悪いことをしたという印」、「行動を起こした後に心の平安が乱されるようなこと」、「自分さえよければという考え」
ここで「罪」の定義をいくつか紹介します。
オックスフォード大辞典によると、「道徳的、社会的、宗教的規律に違反すること」が罪の定義です。
道徳的規律の例は真実、愛を実践することであり、それに反する嘘や暴力は罪になります。

社会的規律の例とは年老いた父母の面倒を見ること、宗教的規律の例はヴェーダ、聖書、コーランなどの聖典に敬意を払うことであり、これらの規律に違反すると罪を犯すことになります。
また、「我々の内にある神性(アートマン)が現れることの障害となるようないかなること(行為、態度、考え)も罪である」という定義もあります。
とても美しく、深く、包括的な罪の定義です。
ここで神性が現れるとは、他人の眼にもわかるように外側に現れることだけでなく、その人の内側の心に現れることも指します。

逆に「我々の内なる神性が現れることの助けとなるようなことは全て善である」、と言うこともできます。その反対が罪であり、これが基準です。
人生の目的は内なる自己を悟ることであり、我々は誰も罪を犯したくないのです。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダによる非常に有名な宗教の定義があります。
「宗教とはすでに我々の内にある神性の発現である」というのがそれです。

宗教は寺院に参拝したり、儀式や祭祀をしたり、祈ったりすることではなく、内なる神聖な本性を表すことなのです。
その反対に、内なる本性を閉ざして現れないようにするのが罪なのです。
次はスワミ・ヴィヴェーカーナンダによる罪の定義です。
「肉体的、精神的、道徳的、霊的にあなたを弱くするいかなること(行為、態度、考え)も罪である」。
考えてみると、罪を犯した人は他人には悟られないように隠していても、その心は弱くなっています。他人にはわからなくても、自分ではわかっています。
罪を犯すと不名誉、恥という思いが生まれ、それによって心は弱くなります。

この定義をよく考えてみてください。それによって霊的な理解が深まります。
「良心が認めないものが罪である」という定義もあります。

誤った行動をとった場合、他人ではなく自分の中の良心がすぐにそれを非難します。

またスワミ・ヴィヴェーカーナンダによる定義です。

「利己的なことは全て罪である」。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダは「無私は神である」(Unselfishness is God)と言いました。

その無私の反対である利己的なことは罪です。

「他者を傷つけることは全て罪である」という定義もあります。

傷つけるとは肉体的な暴力だけでなく、言葉によるものも含みます。

人は殴られてもしばらくすると忘れてしまうかもしれませんが、言葉によって傷つけられると一生覚えていることもあります。

いろいろ罪の定義を紹介してきましたが、罪にもいくつか種類があります。

聖典によると、罪を3タイプに分類しています。

1 マハーパータカ(Mahapataka)
2 ウパパータカ(Upapataka)
3 プラサンギカ(Prasangika)

サンスクリット語で、パータ(pata)、パータカ(pataka)、アガー(agha)はいずれも同じ「罪」という意味です。

マハーパータカは一番重い罪、ウパパータカはそれよりは軽い罪、プラサンギカはちょっとした罪です。
例を挙げると、殺人はマハーパータカ、盗みはプラパータカです。
プラサンギカの例としては、冗談を言っている中に時にちょっとした嘘が混じっていた場合、だれも傷つけているわけではありませんが罪になります。

罪についてもう少し説明すると、子供が遊び半分で蛙を殺したとしても、このことを罪とは呼びません。何故なら子供は良心が十分に発達していないからです。

また、我々は無意識に罪を犯している場合があります。

たとえば掃除のときに知らず知らず小さな虫を殺してしまうことがあります。

料理の時に使う火で、虫やバクテリアを殺してしまうこともあります。

ところで人はなぜ罪を犯すこと気にするのでしょうか？

自分の心が痛むからというのも理由のひとつですが、罪の結果としての罰を恐れるからです。
ここで「罪」と「違法」(イリーガル=illegal:不法、非合法)との関係について考えてみると、両者は一致する場合もしない場合もあります。

たとえば盗みは違法であり、かつ罪です。

しかし公園のカラスや鳩に餌をあげる行為は、自治体の条例によっては違法となり罰金を取られることがあるかもしれませんが、罪ではありません。

パスポートなしに国境を越えて遊びに行くことは不法入国で違法ですが、罪とは言えません。
逆に経済的余裕があるのに老いて困窮している両親の面倒を見ないのは、違法でないかもしれませんが罪です。

余談ですが、日本やインドでは子供が良心の面倒を見なくても違法ではありませんが、聞くところによると中国の法律では罰せられるそうです。
私はこの点に関しては、中国の考え方はいいと思います。

罪の結果である罰ですが、盗みを犯せば警察官に逮捕され監獄に入れられます。

これは法律に基づく政府による罰ですが、これ以外にも様々な形の罰があります。
昔よくあった社会的に仲間外れにする(ボイコット)というのも、ひとつの罰の形です。
インドではカースト内のルールに従わない者に対して、床屋がサービスを拒否する、靴屋が靴を売ってやらないなど、いろいろな制裁の形がありました。
これらはみな人間が下す罰ですが、もっと恐ろしいのは神によって下される罰です。
人はカルマの結果で奈落(地獄)に落ちることを恐れますが、地獄は人間ではなく神によって作られたものです。
人間が下す罰は、時に避けることができます。

盗み、暴力、殺人を犯しても長い間捕まらないでいることもありますし、まれには最後まで逃げ切る人もいます。
しかし今生、或いは来世において神の裁きから逃れることはできません。

ひとつの物語があります。
ある男が自分の母親を蹴ったというカルマにより、次の生では重い病気を患っていました。
彼の母親もあまり良い人間ではなかったので、次の生では牝牛に生まれ変わっていました。

男は自分の病気が治るよう、シヴァ神に熱心に祈りました。

シヴァ神は彼の夢の中に現れ、「あなたは前世で自分の母親を蹴ったために、今生でこのような病気を患っている。もし病気を治したければある田舎の牛舎に行って、そこにいる母親の生まれ変わりである牝牛の世話をしなさい」と言いました。

男が「牛舎にいるたくさんの牝牛のうち、どうやって自分の母親の生まれ変わりを見つけられるのですか？」と尋ねると、シヴァ神は「心配ない。向こうからあなたを見つけるであろう」と答えました。

男がその牛舎に行くとたくさんいる牝牛のうち、一頭だけ彼に気づいて攻撃的に突進してくる牝牛がいました。

男は時間をかけ辛抱強くその牝牛をなだめ、美味しい牧草を食べさせて彼女を手なずけました。最後に牝牛は彼の体の病んでいる部分を舌で舐め、その結果彼の病気は治りました。
神による裁きは非常に重い、ということの一例です。
日本語の奈落(地獄)の語源は、サンスクリット語のナーラカ(naraka)です。

日本の皆さんは子供の頃、地獄に行くとどういう試練が待っているかが描かれている絵図を見たことのある人が多いと思います。地獄での罰はいろいろな種類があります。
法律による罰は避けられても、神による罰は避けられないという恐れが皆さんの心の中にあります。

ヒンドゥー教の考えでは、罪を消滅するための九つ方法があります。
1 パーパ・ニヴェーダナ(Papa-nivedana)

キリスト教での懺悔に相当します。

神の前、護摩の火の前、賢者の前で自分の罪を告白します。

ある仏教僧団には、過ちを犯した僧侶が他の僧侶達の前で自分の間違った行為を告白する、という習慣があります。

また神聖なガンジス河で沐浴しながら、自分の過ちを懺悔するというやり方もあります。

ある信者がシュリ・ラーマクリシュナにどうしたら自分の犯した罪を取り除けるかと相談した時、シュリ・ラーマクリシュナはガンジス川で沐浴するように勧めたことがありましたが、このようにガンジス河は非常に神聖な河です。
2 パスチャターポ(Paschattapa)
後悔するということです。後悔によって罪を取り除くことができます。

ターポは「後で～」という意味です。

地獄とはあの世に存在するものですが、もしこの世に地獄が存在するとすれば、罪を犯して後悔している心の状態がそれです。

良心が目覚めている人の後悔は、それが眠っている人に比べてはるかに強く、心の苦しみも大きいのてす。

ここで重要なのは、後悔すると同時に二度と同じ過ちを犯さないと決意した後は、前向きな態度で生きることであり、いつまでも過ちを犯した過去にこだわることは、決して良いことではありません。
3 プラーナヤマ(Pranayama)

呼吸法の実践です。プーラカは息を吸う、クンバカは息を止める、レーチャカは息を吐くことであり、ヨガの流派それぞれにいろいろな呼吸法があります。

何秒で息を吸い、何秒間止め、何秒かけてで吐き、それを何セット繰り返す、というふうに細かく指定されている場合もあります。
なかには長時間息を止めるなどの方法もあるので、師匠につかずに独学で実践するのは危険です。

4 タパス(Tapas)

苦行のことです。

ひとつの例は断食です。
もちろん無制限にはできないので、朝から夜まで、あるいは2～3日というふうに期間を決めて行います。

もうひとつの例は沈黙です。

これらの行の目的はひたすら神を想うことであり、断食しながらそれが終わったら何を食べようかなどと考えているのはダメです。

言葉は発しないがパソコンずっといじっている、漫画を読んでいるなどというのではかえって神から遠ざかってってしまいます。

ヒンドゥー教で使われるサンスクリット語は、大変面白く深い意味を持った言葉です。

断食を表すウパヴァーシャ(Upavasa)のウパは「近い」という意味であり、ウパヴァーシャの深い意味は「(神に)近づく」ということです。
このウパはウパニシャッド(Upanisad)という言葉にも含まれています。

ウパニシャッドの通常の意味はヴェーダーンタ哲学の聖典のことですが、深い意味は「(グルの)近くで学ぶ」です。
沈黙を表すマウナ(Mauna)はマナナ(Manana：考える)という言葉から来ています。

ですからマウナの表面的な意味は「沈黙」ですが、深い意味では「(神のことを)考える」ということです。

タパスには断食、沈黙以外にも、禁欲、1日3回の沐浴、沐浴で濡れた服を絞らずに着たまま自然に乾かす、などがあります。
今日はここまでにします。
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